
平成29年10月号（通巻第139号）                                                         平成29年10月31日（火） 

学校ホームページアドレス http://www.shimabara-h.ed.jp/                    携帯用サイト http://www.shimabara-h.ed.jp/k/ 

」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島高だより 
平成 29 年 10 月号 
（通巻第 139 号） 

長崎県立島原高等学校 
編集：研修広報部 

 
１日(水)開校記念日  
１日（火九州大学研修旅行(1･2 年希望者) 
１日（火大学別オープン模試(３年) 

  ２日(木)県高校駅伝大会(小浜) 
４日(土)進研マーク模試(３年 ～5 日) 
６日(月)あいさつ運動(～10 日) 
８日(水)LHR:人権同和教育

１０日(金)学校評価(保護者回答締切) 
１１日(土)大学別オープン模試( )

校内学習会(3 年) 
１４日(火)  

 

     

 

校長室  
校 長 渡邉 孝経 

 ６月の島原高校関西同窓会を皮切りに、８月の福岡普賢会、９月の長崎普賢会、１０月の関東

同窓会、そして先日 10 月 28 日に島原高校同窓会総会が開催され、各地の同窓会も１１月の有

明島高会を残すのみとなった。初めてすべての同窓会に参加させていただき、まず驚いたことは、

参加される先輩方の人数の多さであった。関西、福岡で約２００名ずつ、長崎は幹事会にもかか

わらず約５０名、関東にいたっては３００名以上が参加されていた。そして島原での総会にはな

んと幹事学年の方を含めると長崎県知事中村法道様をはじめとして４００名以上の先輩方の参加

があった。やはり伝統校は卒業生が多い分、同窓会の人数も多いのだろうと思っていたが、県内

の同じような伝統校の同窓会参加人数を聞いてみると、本校の約半分だということだった。島高

の同窓会の勢いはすさまじいと思うと同時に誇りに思った。そして、溢れんばかりの母校愛、そ

して同窓生の団結力をどの会場でも感じることができた。 

 さて、関東同窓会の２次会の時、『愛顔つなぐえひめ国体』において、本校１年の池田成諒君

が陸上少年男子Ｂ１００Ｍで見事優勝したとの知らせが県体育保健課から私に入り、２次会に参

加されていた７０名ほどの方々に報告したところ、拍手喝采、雄叫びまで上げる方もおられ我が

事のように喜んでおられた。そして、先日の総会においても映像でのゴールシーンでは拍手喝采。

私も涙が出るほど嬉しかった。また剣道部女子の４位入賞、レスリング大津拓馬君の準優勝、岡

田隼季君の５位入賞と見事な成績を残してくれた。「島高は進学校である。しかし、ただの進学

校ではない。」ということを全国に知らしめてくれた。あらためて「ありがとう」と伝えたい。 

 また、どの同窓会でも最後は「校歌」で締める。どの会場でも、いつも聞く生徒以上の声の大
きさである。本当に先輩方は島高を愛しておられるのだなと思う。また、島高節も唄われるが、
その歌詞の中に「水清き島原に 学生さんは島高生・・・島原高校の学生さんは 強く明るく生
きるのさ・・・」とある。前関東同窓会会長の八幡秀昭様が「学生さんとは普通、大学生のこと
です。しかし島高生は学生さんとよばれている。しっかり頑張ってください。」と以前おっしゃ
られたことがある。まさしくその通りである。島高生には校是「文武両道」と「質実剛健」「学
究的で礼節を尊ぶ」という校風を受け継ぎ「伝統校・島高の生徒である」ということを常に意識
し、行動・実践してほしい。加えて、学校と同窓会、保護者、地域等が一体となった「島高」で
ありたいと願う。 

 

◆生徒感想より  
 

・映像を見て、改めて戦争は恐ろしいものだと思いました。

原爆だけでなく「無差別攻撃」「ホロコースト」といった

言葉がこの世界に生まれてしまったこと自体が間違ってい

るのだと思います。今回の学習で、自分たちにとって「当

たり前」になっている平和がとても貴重なものなのだと再

認識しました。 

・特攻隊の人の手紙には「命を国のために使うことができ

て幸せだ」とありましたが、その家族はどんな気持ちだっ

たのだろう、と心がひどく痛みました。 

・今までの平和学習では、専ら日本側の視点からしか学ん

できませんでしたが、今回の映像でアメリカ人の兵士も、

大戦時に嫌な思いをしていたことが分かりました。戦争は

本当に人を苦しめるだけのものだと強く感じました。 

・最近テレビで、憲法の改正や様々な法案に関する話をた

くさん聞きます。ほんの数十年前にこんな出来事があった

のなら、決して今の自分たちにとっても他人事ではないの

だということがわかりました。 

８月９日（日）、被爆県・長崎県民の一人として、被害に遭われた方々を追悼し、

平和の意味を真摯に考え直すことを目的に、平和学習を実施しました。 

 前半では、第二次世界大戦での市民への無差別爆撃の様子や、原子爆弾で焼け野原

となった広島・長崎の映像を見て、平和の尊さについて考えました。 

 後半は生徒会の代表生徒が「島高平和宣言」を読み上げ、原爆が投下された１１時

２分に、犠牲者の方々を悼み、全員で黙祷を捧げました。 
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１８日(土)土曜講座（３年） 
     バスケット地区新人大会(～19 日) 
      ※本校会場 
２０日(月)授業公開(～21 日) 
２１日(火)期末考査時間割発表（２年） 
２２日(水)期末考査時間割発表（１年） 
２５日(土)全統マーク模試（３年 ～26 日） 
     島Ｐ連秋季研修会  
２８日(火)期末考査(２年 ～12/1) 
３０日(木)期末考査(１年 ～12/5) 
        

同  窓 
 

陸上競技 

 少年男子 B 100m 優勝 池田 成諒 

レスリング競技 

少年男子フリースタイル 84kg 級 ２位 大津 拓馬 
 少年男子グレコローマン 60kg 級 ５位 岡田 隼季 

剣道競技 

少年女子 ４位 
東  陽乃、大園 望友、山口 小波 

◆剣道 

：黒川 大樹  鶴浜 貴志  藤野 聖那  松﨑賢士郎  

：藤崎 薫子 竹中 美帆 杉本 唯子 大園 望夏 堤  

少年男女支援コーチ：渡邉  孝経 教頭先生 少年女子コーチ：荒木 雅義 先生 
 
◆レスリング  

：濵本 大徳 喜多 豊和 金子 功誠 金子 将大 大津 拓馬  

◆剣道 

：黒川 大樹  鶴浜 貴志  藤野 聖那  松﨑賢士郎  

：藤崎 薫子 竹中 美帆 杉本 唯子 大園 望夏 堤  

少年男女支援コーチ：渡邉  孝経 教頭先生 少年女子コーチ：荒木 雅義 先生 
 
◆レスリング  

１０月開催競技 期日 会場 

弓道   男・女 10/17～10/18 

テニス  男・女 10/17～10/19 佐世保市総合グラウンドテニスコート 

男・女 10/17～10/19 長崎市総合運動公園かきどまり庭球場 

体操   男・女 10/31～11/1 長崎県立総合体育館メインアリーナ 

１１月開催競技   

レスリング 11/14～11/15 島原翔南高校体育館 

剣道   男・女 11/7～11/8 佐世保市東部スポーツ広場体育館 

１月開催競技   

男・女 1/16～1/18 長崎地区高校体育館、県立総合体育館 

男・女 1/16～1/18 中地区高校体育館、諫早市とどろき体育館 

サッカー 1/16～1/24 
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■10 月 9 日（木）３年生激励会  

大学入試センター試験まで、残り 100 日を切りました。刻々と時間が過ぎる中、３年生は

必死に受験勉強に励んでいます。また、一足早く推薦入試やＡＯ入試を受験している生徒も

おり、各々が進路実現に向けて正念場を迎えています。 

会では異動した先生方からのビデオメッセージが流れた後、1・2 年生から応援メッセー

ジの色紙が、PTA からしおりと千羽鶴が手渡され、長丁場となる受験期を乗り切ってほしい、

という全体の思いを届けました。 

■10 月 13 日（火）～23 日（金） 

第１回夜間学習会  

３年生を対象に夜間学習会を実施し

ています。第 1 回は 119 人が参加しまし

た。 

19:00～22:00 まで自学場所を提供し、

可能な限り添削指導・質問に対応してい

ます。なお、第 2 回は 12 月中旬に実施

予定です（行事予定参照）。 

■10 月５日（木） 

センター試験まであと 100 日という節目の日に
３年生激励会を開催していただきました。センター
試験本番が近づくなか、３年生は必死に学習に取り
組んでいます。また、一足早く公務員試験や推薦入
試・ＡＯ入試を受験している生徒もおり、各々が進
路実現に向けて正念場を迎えています。 
会では異動された先生方からのビデオメッセージ

が流れた後、PTA からしおりと千羽鶴が、1・2 年
生から応援メッセージの色紙が手渡されました。そ
の後３年生の各クラス代表者が決意表明を行いまし
た。色々な人たちに支えられていることを心の支え
に、一日一日を大切にしながら仲間たちと共に頑張
っていきたいと自分たちの言葉で力強く語ってくれ
ました。 

■10 月 9 日（木）３年生激励会  

3 学年主任 小森 貴 

PTA から千羽鶴と栞の贈呈 

１･２年生から応援メッセージの贈呈 

～愛
え

顔
がお

つなぐえひめ国体～ 

主な部活動実績等 
 

美術部 
 平成 29 年度長崎県高等学校総合文化祭美術部門 

 優秀賞 宮﨑 麻那 

 優良賞 吉岡萌々花 井上由莉亜 脇野裕紀子 横田 京花 峰 佳奈子 

放送部 
平成29年度長崎県高等学校総合文化祭 第39回九州放送コンテスト県央地区大会 

 朗読部門 優良賞 林田  希 

その他 

第１回島原半島ユネスコ世界ジオパーク（高校生） 

みんなで作るジオパークシャツデザインコンテスト 

最優秀賞 長野 沙樹 
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 10 月 14 日（土）に中学生対象の島原高校説明会を実

施しました。当日は、中学生 80 名、保護者 30 名と多く

の方々にご参加いただきました。今回は理科、社会の入

試ワンポイントアドバイスや、理数科の体験授業、海外

研修の体験発表などが行われました。 

ご参加 中学生の皆さん、保護者の皆様 あり

がとうございました。 

連合会秋季研修会 
【11 月 25 日（土）14:00～17:50 於 ホテル南風楼】 
 
 

生徒感想より 

■島原半島内に多くの種類の火山岩があることが分かった。採集した石を台紙に貼ると

違いが一目瞭然だった。寺井先生の詳しいガイドで楽しく巡検することができた！  

■旧大野木場小学校の見学が印象的でした。被災した校舎を見て答辞の状況が想像でき、

火山に対する興味が湧きました。自分の住むこの地を誇りに思うことができた巡検に

なりました。 

■一つの断層から、この地域の環境の変化を実際に観察することができ、とても良い経

験になりました。寺井先生の分かりやすい丁寧な説明のお陰で地学への興味が深まり

ました。 

10 月 19 日に理数科 1 年による、地学巡検（島原半島ジオツアー）が行われました。 

秋雨前線に台風 21 号が迫り、天候が危ぶまれましたが無事実施できました。最初の観察

地点は垂木台地です。ここは 1992 年９月に火砕流で襲われた場所で、平成新山のデイサ

イト溶岩を採集しました。次は 91 年 9 月 15 日の火砕流で焼失した旧大野木場小学校の見

学です。蛇口や換気扇の残る理科室が当時の様子を想像させました。被災地見学の後、雲

仙岳災害記念館では迫力ある映像で火山災害の疑似体験ができました。 

バスは広域農道に出ました。深江断層と布津断層で 150m も大地が沈み、島原市が雲仙

地溝の中にあることを実感しました。西有家町竜石海岸では雲仙火山のどん底を観察しま

した。雲仙火山の下の地層には、九州山地から流れてきたレキ層があり、熊本と陸続きだ

ったことがわかりました。口之津港の公園で昼食後、早崎海岸では 430 万年前の島原半島

最初の火山活動の玄武岩を採集しました。最後は加津佐町の両子岩で安山岩の観察です。

黒から白まで多様な安山岩標本を採集できました。このジオツアーでは島原半島の始まり

から最新の火山活動まですべてを観察できました。学校に帰り採集した岩石を台紙に貼り

付け、火山岩の分類標本に仕上げにしました。 

理数科担当 寺井 邦久 

最優秀賞  
１－１ 山﨑 康成「あの時の僕と彼の思い」（井伏鱒二『黒い雨』）  

 
優秀賞 
１－１ 岡本 朱里「本当の現実」   （今西乃子『心のおくりびと』）      
１－２ 大平 七海「言葉との出会い」（水野敬也『夢をかなえるゾウ』） 

 
優良賞 
１－４ 松嶋 芽生「『イワンの馬鹿』を読んで」（トルストイ『イワンの馬鹿』） 
１－５ 出田 千尋「だれかのためにできること」（今西乃子『心のおくりびと』） 
１－６ 西村 和海「『命のビザを繋いだ男』を読んで」 

（山田純大『命のビザを繋いだ男』） 

島原高校では、今年度から「地域学」を始めます。そ
のスタートとして、10 月 16 日(月)に中五島高校の嶋藤
慶太先生を講師に招き、「地域学講演会」を実施しまし
た。中五島高校では３年前から「パブリックワーク」と
いう地域のことをテーマにした学習を進めており、地域
の方々と協力して地域の課題について取り組んでいま
す。 

旧大野木場小学校 雲仙岳災害記念館 早崎海岸 

今年も「読書感想文コンクール」を実施しました。１･２年生の夏休みの課
題として提出された読書感想文から優秀な作品を何編か選び、その原稿を印
刷･配付し、それを放送で読み上げます。生徒･職員は原稿を目で追いながらそ
れぞれの作品を評価します。高校生の豊かな感性が瑞々しく表現されていて、
とても有意義な催しでした。来年も楽しみです。 

『「こころ」を育てる親のあり方』を大会テーマに、
専門学校カレッジオブビジネスの横山正裕氏による
講演や、パネルディスカッションが行われます。詳
細・出欠につきましては、10 月 10 日にプリントを
配付しておりますので、ご確認ください。多くの保護
者の皆様のご参加をお待ちしております。 

地域学講演会 

昨年の浦川末子先生の講演 

本校では、まず「自分が住む町の魅力を知る」ことを目的に、地域の良さをＰＲす
るＣＭ作成を行います。普段見逃している地域の魅力を再発見し、自分が住む町に誇
りを持ってほしいと考えています。高校生の柔軟な発想と感覚でどのようなＣＭが出
来上がるか楽しみです。また、３月には発表会を計画しています。  

海外研修の体験発表 


